
第 85 回学長定例記者会見 お知らせ事項２  

 

平成 29 年 3 月 24 日   

 

授業研究国際シンポジウム  

アジア・アフリカ地域に  

広がる授業研究 
 

 

近年、日本型の教育が世界的に注目され、オールジャパンで取り組む「日本

型教育の海外展開事業」も実施されているところです。  

 

とりわけ、「授業研究」は日本の教員研修の特徴、もしくはお家芸として認

識されつつあります。授業研究とは、教諭が授業を公開して同僚とともに検討

を行い、よりよい授業のあり方について研究するもので、日本発祥のものと言

われています。  

 

そこで、広島大学大学院国際協力研究科では、インドネシア教育大学、シン

ガポール国立研究所、および国際協力機構から講師をお招きし、アジア・アフ

リカ地域で広がる授業研究について、シンポジウムを開催します。  

 

授業研究がアジア・アフリカ地域でどのように取り入れられ、今後、どのよ

うな発展をみせるのか、インドネシア教育大学の学長の基調講演をもとに議論

します。  

 

日   時：平成 29 年 4 月 6 日（木）  14 時～17 時  

場   所：広島大学教育学部 K201 

使用言語：英語  

基調講演：インドネシア教育大学学長  Prof. H. Furqon 

シンポジウム：「アジア・アフリカ地域における授業研究の課題」  

登壇者  

インドネシア教育大学  学長  Prof. H. Hurqon 

シンガポール国立教育研究所  Dr. Christine Kim-Eng Lee 

独立行政法人国際協力機構  国際協力専門員  又地  淳  

広島大学大学院教育学研究科  博士課程後期  キム・ジョンソン  

広島大学大学院教育学研究科   教授     草原和博   

   モデレーター  

広島大学大学院国際協力研究科  教授     清水欽也  

全体司会：広島大学大学院国際協力研究科  准教授  三輪千明  

 
【お問い合わせ先】  

国際協力研究科  

  清水  欽也  

TEL:082-424-6946  FAX:082-424-6946 

intlscim@hiroshima-u.ac.jp 

 



平成29年4月6日(木)14時～

IDEC教育開発国際シンポジウム

アジア・アフリカ地域に
広がる授業研究

●14:00 開会あいさつ 広島大学大学院国際協力研究科長 馬場卓也

●14:15～15：00 基調講演 インドネシア教育大学 学長 Prof. H. Furqon

●15:15～17：00 シンポジウム

～アジア・アフリカ地域における授業研究の課題～

 Prof. H. Furqon, Rector, Indonesia University of Education

 Dr. Christine Kim-Eng Lee, Head, Curriculum, Teaching & Learning Academic

Group, National Institute of Education, Nanyang Technological University

 又地 淳 国際協力専門員 独立行政法人 国際協力機構

 キム・ジョンソン 大学院博士課程後期 ＆ 草原 和博 教授　広島大学大学院

教育学研究科

 清水 欽也 教授 広島大学大学院国際協力研究科 （モデレーター）

●三輪 千明 准教授 広島大学大学院国際協力研究科 （総合司会）

●場所：広島大学教育学部K201
●使用言語：英語（同時通訳はありません。）

国際理数科技術協力教育実践プロジェクト研究センター
intlscim@hiroshima-u.ac.jp

主催：広島大学大学院国際協力研究科

お問い合わせ
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